
指 標

Outcome

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子

当月の退院患者のう ち 、 前回退院から 7日以内に同一傷病名ま

たは随伴症、合併症、併存症で予定外または緊急入院した患者数

同一傷病名、随伴症、合併症、併存症による予定外・緊急再入院（他疾患に

よる入院を除く）

42日以内では 、療養支援の不成功の他、やむをえない事由が多

く入ってくることで、評価がしにくく、指標値の変化が見えにくい た め 。 7

日に変更。

分母 退院患者数

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法

最小値 0.00 25％値 0.68 中央値 1.10 75％値 1.60 最大値 2.70

回答病院 79

指標の中央値は、1.07→1.10とほとんど変化は見られませんが、施設間の比較では2018年度はばらつきがめだちます。

特に高い病院群は療養型病院に見られます。

退院患者数の規模別に指標を見ると、150人/月の病院では平均1.5%、150-300人/月では1.7%、300人以上では1.2% となっ
ています。退院患者数が少ない病院での再入院は病状そのものによるところが大きいかもしれませんが、急性期病院に1.5%以上
など高めを推移している病院は、再入院に至った理由を分析し改善策を検討されてはいかがでしょうか。

退院後7日以内の予定外・緊急再入院割合26

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

・退院指導の不成功、治療の不成功などによる予定外の再入院を防ぐ。退院基準の不達成アウトカムと退院に向けての

療養指導の不成功の測定（初回入院時の治療が不十分であったこと、回復が不完全な状態で早期退院を強いたことに

よるなど）。

・医療者側が予期していても、患者に説明されていなければ予期しない再発・悪化、合併症発症とする。DPCの再入院

調査の理由参照。

考察

（厚労省提出指標）
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